
先輩が後輩をサポートする法学部独自の「スチューデ
ント・アシスタント（SA）」として活動するためのトレー
ニングを行う演習です。「法教育演習Ⅰ」では課題解決
型のグループワークを実施。学習意欲を高める教え方
や、教員との橋渡しを担うためのスキルを身に付けます。
「法教育演習Ⅱ・Ⅲ」では、新入生が履修する「プレップ
セミナー」に実際にSAとして参加します。

実際に現地を訪れ、
調査・取材を行う。

調査手法やプレゼン
テーションの手法を学び、
事前調査を実施。
仮説を立てる。

実際に調査を行った
結果を基に
仮説検証や報告の
振り返りを行う。

現地調査を基に
ポスターセッションなどで
報告を行う。

この授業では地方政治の担い手である政治
家、地方議員、行政職員など日々実務に当たっ
ている方々に、地方自治の問題点や今後の方
向性について話を伺います。地方自治の現場
の立場から率直な意見を聞くことで、地方と日
本の未来を考察していきます。

京都府警察本部、滋賀県警察本部と国際化に
対応できる外国語に堪能な人材の育成に関
する協定を結んでいます。警察実務会話を学
ぶ英語の授業では現役の警察職員と接する
ことができ、勉学意欲の向上や将来のキャリ
ア形成につながります。

「社会安全フィールド・リサーチ※１」と「安全保障フィールド・リサーチ」「地域公共フィールド・リサーチ※２」は、
キャンパスの外に出掛けて実際の現場を訪問調査する授業です。警察や自衛隊、福祉関係の現場や先進的な
取り組みを行っている企業など、訪問先はさまざまです。学生自身が興味関心のある現場に足を運んで、実際に
法のルールを使って社会に貢献する人や、取り組みを取材します。また「総合政策リサーチ」は、政策に関する自
主プロジェクトを実行する授業です。１年次に履修できる「法政策基礎リサーチ」などで身に付けた能力を活用
して、学外での体験や人との交流の中から、問題点や解決方法を発見・考察する力を養います。

法教育演習

現地調査

事前学習事後学習

報告

フィールド・リサーチ科目

地方自治未来論

人材育成のための協定を警察と締結

授業でサポート

協定でサポート

法律・法政策を
「体感」しながら学ぶ

公務員志望者をサポート

法学部では少人数制のアクティブ・ラーニング科目が充実しています。学生同士のディスカッ
ションや質疑応答、プレゼンテーション、フィールドワークなど、学生主体の学修によって論理
的な思考力・表現力を身に付けます。

※1 法律学科社会安全コースのみ履修可能　※2 法政策学科のみ履修可能

法学部には公務員志望の学生が多く、カリキュラムの中
でも公務員試験合格につながる学びを展開しています。
その他、学部内の公務員志望者が自主的に集まり、定期
的な勉強会を開催するなど、同じ目標に向けて努力する
仲間と互いに鍛えることができる環境が整っています。

17.8%

55.5%

地方公務員
（警察）

地方公務員
（行政職）

地方公務員
（消防） 国家公務員

8.9% 17.8%

アクティブ・ラーニング科目の流れ

授業外でもサポート

公務研究会
国・地方の公務員志望者を支援する学生コ
ミュニティとして2019年に発足。公務員を目
指す学生に有益な情報交換の場であると同
時に、勉強会や、市町村職員・公務員として働く
本学卒業生との交流会、前京都府知事の山田
啓二教授による模擬面接なども実施します。

法学部生の公務員への就職状況
2019年度実績（2020年3月卒）

アクティブ・ラーニング科目

両学科共通の科目＆サポート

自ら考える

調査する表現する

 都市と法政策　  地域ガバナンス論
その他の授業
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先輩が後輩をサポートする法学部独自の「スチューデ
ント・アシスタント（SA）」として活動するためのトレー
ニングを行う演習です。「法教育演習Ⅰ」では課題解決
型のグループワークを実施。学習意欲を高める教え方
や、教員との橋渡しを担うためのスキルを身に付けます。
「法教育演習Ⅱ・Ⅲ」では、新入生が履修する「プレップ
セミナー」に実際にSAとして参加します。

実際に現地を訪れ、
調査・取材を行う。

調査手法やプレゼン
テーションの手法を学び、
事前調査を実施。
仮説を立てる。

現地調査

事前学習

公務研究会
国・地方の公務員志望者を支援する学生コ
ミュニティとして2019年に発足。公務員を目
指す学生に有益な情報交換の場であると同
時に、勉強会や、市町村職員・公務員として働く
本学卒業生との交流会、前京都府知事の山田
啓二教授による模擬面接なども実施します。

2019年度実績（2020年3月卒）

主なカリキュラム

□ 法律学入門
□ 民法概論

□ 法律学入門
□ 民法概論

□ 憲法概論
□ 政治学入門

□ プレップセミナー
□ 法政策基礎リサーチ

□ 日本近現代法史
□ 英米法Ⅱ
□ リーガルライティング入門
□ 契約法発展
□ 家族法発展
□ 不法行為法発展
□ 民事法リーガル

ライティングⅠ〜Ⅴ
□ 知的財産実務演習
□ 知的財産実習
□ 会社法リーガル

ライティング

□ 法社会学A
□ 民法Ａ〜Ｄ
□ 商法概論

□ 会社法Ⅰ・Ⅱ
□ 憲法Ⅰ
□ 行政法Ⅰ・Ⅱ

□ 労働法Ⅰ
□ 社会保障法Ⅰ
□ 刑法各論Ⅰ

□ 国際法Ⅰ （総論）
□ 国際私法Ⅰ

□ 民法Ａ〜Ｃ
□ 憲法Ⅰ
□ 憲法ⅡＡ・ⅡＢ
□ 行政法Ⅰ・Ⅱ
□ 地方自治法

□ 憲法概論
□ 刑法概論

□ 政治学入門
□ プレップセミナー

□ 公法リーガル
ライティングⅠ〜Ⅴ

□ 憲法発展
□ 行政救済法発展
□ 税法発展
□ 実践労働法演習
□ 人事・労務インターンシップ
□ 刑事模擬裁判
□ 刑事法リーガル

ライティングⅠ〜Ⅴ
□ 社会安全政策演習（特別刑法）
□ 社会安全政策演習（立法過程）

□ 都市と法政策
□ 労働法Ⅰ
□ 社会保障法Ⅰ
□ 社会保障法Ⅱ
□ 格差と雇用政策

□ 刑法概論
□ 行政学
□ 公共政策概論
□ 公共政策と市民社会
□ 政治過程論Ⅰ・Ⅱ

□ 地域ガバナンス論
□ 地方自治論Ⅰ・Ⅱ

□ 国際取引法Ｂ  （英米）
□ 政治学双方向講義
□ ファンダメンタル・セミナー

（法律学科のみ）
□ ２年次アクション・リサーチⅠ・Ⅱ
□ ３年次アクション・リサーチⅠ・Ⅱ
□ 総合政策リサーチ
□ 安全保障フィールド・リサーチ
□ ２年次演習Ａ・Ｂ
□ ３年次演習Ａ・Ｂ
□ 法教育演習Ⅰ～Ⅲ
□ 法学英書講読

□ 法学独書講読
□ 法学仏書講読
□ 法学中書講読
□ 政治学英書講読
□ 政治学独書講読
□ 政治学仏書講読
□ 政治学中書講読
□ 英文契約書作成
□ 司法における

外国語の役割
□ 司法翻訳演習

 （中国語）
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□ 法社会学A
□ 憲法Ⅰ
□ 警察行政法

□ 刑法総論
□ 刑法各論Ⅰ・Ⅱ 
□ 刑事訴訟法Ⅰ

□ 社会安全政策Ⅰ・Ⅱ
□ 警察学概論
□ 犯罪社会学

□ 犯罪心理学
□ 被害者学
□ 矯正社会学Ⅰ・Ⅱ

□ 憲法Ⅰ
□ 国際法Ⅰ（総論）
□ 国際法Ⅱ（国家管轄権）

□ 政治学原論Ⅰ・Ⅱ
□ 政治思想史
□ 西洋政治史Ⅰ・Ⅱ

□ アジア政治外交史
□ 国際政治学Ⅰ
□ 行政学

□ 公共政策と市民社会
□ 政治過程論Ⅰ・Ⅱ
□ 地方自治論Ⅰ・Ⅱ

法
律
学
科

法
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策
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